
2018年度審判講習会

2019年2月24日

於：国立スポーツ科学センター

（公社）日本ライフル射撃協会
競技運営委員会



本日の内容

１．競技会報告書の改定と記入方法について
・記録公認の条件について
・競技会報告書改定のポイント

２．用具検査の方法と判定
・ライフル、ピストルの用具検査マニュアル説明
・硬さ検査に合格しなかった場合の対応
・ワンタイムオンリー検査について

３．IR（射場事故報告書）の事例研究
・シンガポール協会の使用例

４．その他
・ルールの理解について（クイズ形式）
・距離測定器の紹介



記録公認の条件について



公認記録とは？

競技会の正式記録である・・・何に使われるか
→日本記録等の認定

段級の認定
推薦銃の使用実績
（技能講習免除推薦・適格証明書）
ランキング

記録公認の要件
・日ラの公認射場で競技会が実施されたこと
・日ラの公認標的が使用されたこと
・日ラの公認銃器で競技されたこと
・日ラの公認審判員が定められた通りに配置さ

れた競技会であること



公認の確認方法

・射撃場 射場公認証
・標的 紙標的 公認マーク（印刷またはシール）

電子標的・ビーム標的 公認シール
・銃器 公認シール
・審判員 公認審判手帳・競技審判員配置状況



射場公認証

１０ｍ電子標的公認シール

５０ｍ電子標的公認シール

公認証の確認

標的日ラマーク



銃器の公認シールが貼ってないと、
公認記録とはなりません。
ご注意ください。

主管の加盟団体で確認をお願いいたします



公認記録とは？

競技会の正式記録である・・・何に使われるか
→日本記録等の認定
段級の認定
推薦銃の使用実績
（技能講習免除推薦・適格証明書）
ランキング

記録公認の要件
・日ラの公認射場で競技会が実施されたこと
・日ラの公認標的が使用されたこと
・日ラの公認銃器で競技されたこと
・日ラの公認審判員が定められた通りに配置さ

れた競技会であること



競技会報告のポイント



競技会報告に必要な書類

前提：G3、G4の競技会で段級受験のない場合は報告不要です。

１．競技会実施報告書（様式１）
２．日本記録・国内最高記録報告書（様式２）

G3＋大会以上 記録がなければ提出不要
３．段級受験報告書（様式３）
４．競技運営状況報告（様式４）
５．審判員配置状況
６．TD意見書



様式１ 

Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３＋の競技会並びに段級審査をおこなったすべての競技会。 

なお、 Ｇ３、Ｇ４競技会で、段級受験が無い場合は、報告を要しない。 

                                 

競技会実施報告書 

                           平成  年  月  日 

公益社団法人 日本ライフル射撃協会 

競技運営委員長 様                       

             テクニカル・デレゲート又は競技委員長  氏  

名 

（自筆署名）                

主管団体名                

 

次の通り、競技会を開催しましたので、報告いたします。 

記 

１．競技会の実施について         

 １）競技会のグレード           （Ｇ        ） 

 ２）競技会名                          

３）競技会場名                           

 ４）実施種目及びのべ参加者数                   

 ５）競技会実施日     西暦    年  月  日～  月  日   

２．記録の報告   

 １）日本記録・国内最高記録の申請について（様式２）     （有・無） 

（Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３＋の競技会が対象） 

 ２）段級受験について（様式３）               （有・無） 

３．添付書類 

  １）競技運営状況報告（様式４）  

    （Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３＋の競技会が対象） 

（Ｇ３、Ｇ４の競技会は、段級受験があった場合ならびに日ラ競技運営委員会より 

依頼があった場合に報告する。） 

２）記録表    

競技会実施報告書（様式１）

（Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３＋の競技会ならびに段級受験があったＧ３、Ｇ４が対象） 

主管団体名を記載

競技会のグレードを記載

【新設】競技会実施日を記載



様式４ 競技運営状況報告 

（Ｇ１、Ｇ２、Ｇ３+競技会は提出必須。Ｇ３、Ｇ４競技会で段級受験があった場

合ならびに日ラ競技運営委員会より依頼のあった場合に報告が必要） 

競技会 報告書 

競技会名  

期  日  

主管団体名  

公認射撃場 

公 認 （第   種） 

□ 射撃場公認証確認  (確認したら ☑) 

使用標的 

電子標的   m.   m.  (ビームもこの欄) 

紙 標 的      m.   m. 

電子標的 

ビーム標的 

標的装置にオフィシャルサプライヤーが貼付した 

公認証確認（    年  月  ）= 有効 

紙標的 
□ 協会標章確認  (確認したら ☑) 

□ 大口径標的公認証貼付 

紙標的採点  □ 自動標的採点機   □ プラグゲージ 

＜報告事項＞ 

 

 

 

 

 

 

    年  月  日 

 

テクニカル・デレゲート または 競技委員長                

射場公認証・公認標的（電子/ビーム標的・紙標的）について確認した証拠写真を貼付のこと 

射場公認証・公認標的の写真を
競技会報告書に添付する

競技運営状況報告（様式４）



競技運営体制 審判員配置状況 該当する競技会格付欄に出役審判員の氏名を記載する

G1,G2,G3+は競技会報告書に添付のこと （Ｇ３，Ｇ４は段級受験があった場合に競技会報告書に添付のこと）

競技会格付（該当する格付に〇）

名称 G1 G2・G3+ G3 G4 選手との兼務

大会委員長

配置 配置

配置が望ましい 配置が望ましい 兼務可

テクニカルデレゲート又は競技委員長

TD有資格者 TD有資格者 本部公認審判員 公認審判員

兼務不可

大会組織委員長

配置 配置

配置が望ましい 配置が望ましい 兼務可

ジュリーオブアピール
（上訴審判員）

チーフ・ジュリーオブアピール

本部公認審判員 本部公認審判員 本部公認審判員
公認審判員
（選手兼務可）

G4のみ兼務可

ジュリーオブアピール

公認審判員

公認審判員の配置が望ましい 公認審判員の配置が望ましい 公認審判員の配置が望ましい

G1は兼務不可
G2G3G4は兼務可

公認審判員

ジュリー
（審判員）

チーフ・ジュリー

本部公認審判員 本部公認審判員 公認審判員
公認審判員
（選手兼務可）

G4のみ兼務可

ジュリー

公認審判員 公認審判員

公認審判員の配置が望ましい 公認審判員の配置が望ましい

G1G2は兼務不可
G3G4は兼務可

公認審判員 公認審判員

レンジオフィサー
（射場役員）

チーフ・レンジオフィサー
（射場長）

本部公認審判員 本部公認審判員
公認審判員
（選手兼務可）

公認審判員
（選手兼務可）

G1G2は兼務不可
G3G4は兼務可

レンジオフィサー
（射場役員）

公認審判員の配置が望ましい 公認審判員の配置が望ましい 兼務可

配置が必要な最低限の専任の人数 8 6 3 1

審判員配置状況 競技会報告書に添付する

競技規則集第１巻 P１４５の表

実際に競技会で
審判として従事
した人の名前を
該当する業務欄
に記入する



ＴＤ意見書は必ず提出して下さい

その試合で何が起こり、どう判断してジャッジしたかを報告
→共有することで知見が蓄積され、より良い審判事例が

積み重なります

試合運営上困ったことや解決して欲しいことを報告
→試合運営の改善につながり、より円滑でアスリートにも

快適な競技会運営ができるようになります

試合運営のアイデアがあれば報告
→ジャパン方式での試合運営で世界の競技会のやり方を変えて

いくことができます（1月ＭＩＸチームの事例）

ＴＤ意見書の大切さ



用具検査の方法と判定



用具検査の方法と判定

・ライフル用具検査ガイド、ピストル用具検査ガイド
協会ＨＰにアップした資料を参照ください

・硬さ検査に合格しなかった場合の対応

3.9 もし１ヶ所で2.9以下であったなら、測定器を再校正し、その箇所を再検査する。
もしその箇所で再び合格せず、その他全ての箇所（４、５ヶ所）で合格の場合、
その衣服は失格とはしない。もし２ヶ所以上で合格しないなら、その衣服は失格となる。

3.10 もし１ヶ所のみ硬さ検査に合格せず、その他は合格していた場合、用具は失格とは
ならないが文字による警告を選手に与えなければならず、さらにタグは切り外され
なければならない。選手がその用具を使い続けられるのはその日のその種目だけとなる。
その用具は次の大会において再検査されなければならず、合格した場合は新しい
シリアルナンバーのついたタグを付けることになる。



ワンタイムオンリー検査について

ISSFで実施しているワンタイムオンリー検査を日本でも実施する
（2019年4月から予定）

ワンタイムオンリー検査の効力優先順位は
ISSF＞NRAJ>SRAJ（学連）
NRAJタグ→青いタグ SRAJタグ→緑のタグ

ISSFタグ所持者はNRAJワンタイムオンリー検査は受検不要。
NRAJタグ所持の大学生はSRAJワンタイムオンリー検査は受検不要。
ただし、いずれも競技会後検査を免れるものではない。

NRAJワンタイムオンリー検査実施予定競技会
・協会主催競技会（G1・G2)で、ワンタイムオンリー

検査員派遣を予定する試合（別途案内します）

ISSFタグ

NRAJとSRAJタグ



ワンタイムオンリー検査に合格した
ジャケット・ズボンに写真のタグを取り付ける

選手には、ワンタイムオンリー検査合格証を発行

ISSFの黄色いカード

NRAJのカード
（青色のカードを予定）



IR(射場事故報告書）の事例研究



協会HPにアップした資料を参照ください。

本選 選手の入場から準備および試射時間の前
圧縮空気の放出

事故の具体的状況
準備および試射時間の前に圧縮空気を放出した。ジュリー（名前）により
警告を受ける。

適応ルール番号 6.11.2.1
罰則の付加 警告（イエローカード）

圧縮空気の放出（2回目以降）

事故の具体的状況
準備および試射時間の前に圧縮空気を放出した。この選手はこのことですでに
警告を受けてい
る。

適応ルール番号 6.11.2.1
罰則の付加 本射の第1シリーズの最低点から2点の減点。

弾丸の発射（安全上問題のな
いもの）

事故の具体的状況
準備および試射時間の前に弾を撃った。
ジュリー（名前）により、本射を59発で止めるように指示されている。

適応ルール番号
6.11.1.1.
i

罰則の付加 本射の初弾を0点とする。
弾丸の発射（安全上問題のあ
るもの）

事故の具体的状況
準備および試射時間の前に弾を撃った。（危険行為の内容）により、
ジュリーの多数決をもって失格となった。

10ｍ射場での射場事故対応



ルールの理解について



ルールブックの訂正

第2巻
P180
６．１６．５．２ ｂ）
小数点以下二位まで一致していると判定した場合→
小数点０．２点以内なら
（ 英文 within two (2) decimal rings of the value）

P186
６．１７．１．１３ ｈ）
ロード）の号令の前に弾を装填したり、発射した場合、→
ロード）の号令の前に弾を装填して、発射した場合、
（英文はloads and fires になっている）

P357
エアハンドライフル重量
最大1300ｇ→最大2000ｇ



第１巻
P176
ビームライフル射場 １０ｍ屋内
第１種射撃場 1.5ｍ（W)×1.5ｍ（D)以上 →1.6ｍ（W)×2.5ｍ（D)以上

第2巻 Ｐ326
７．７．４
ライフル種目一覧表（国内適用）
ビームライフル・ビームピストル共通
準備/試射時間 現行15分間を10分間に変更
ビームピストル
競技時間 現行60発競技60分を45分に変更 40発競技45分を30分に変更
上記は4月1日以降に適用

日ラＨＰに修正版をアップします



昨年11月の国際審判講習会で講師に言われたこと：

「ルールブックに、射場で起こる全てのことが書い
てあるわけではない。起こりうる事柄を網羅するこ
とは不可能だし、ルールブックそのものがとてつも
なく分厚くなって使えなくなる。
大事なのは、そのルールの意味を理解して、その意
味に沿ってジャッジすることである。」



2015年8月WCガバラ（アゼルバイジャン）での５０ｍ射場ジュリーだった
デビッド・グッドフェロー（英）の試合開始前の忘れられない言葉

ちなみに、ガバラの５０ｍ射場は、射線の先は屋根が無く
バッフルも無かった。
標的が選手から見て東の方向に設置されているので、８時
の時点で朝日が選手の顔に射し込む状況であった。

『皆さんおはようございます。これから試合を開始します。
見ての通り、太陽の光が差し込んでまぶしい状態です。
私はルールを十分理解していますが、どうぞ皆さんバイザー
やサイドブラインダー（2015年は使用できた）をうまく使っ
てまぶしくないようにして競技をしてください。』

アスリートファーストの精神があって、ルール
の意味を理解していたからこそ言えた言葉



ルールの意味を理解する その①

7.5.8.3 ライフルレスト
ライフルレストを使用する場合、ライフルレストのどの部分も、
その選手のライフルを持った立射姿勢の肩の高さよりも、高く
ならないようにして使用できる。

何故このルールができたのか？



2016年リオオリンピック
カンプリアーニ選手（ITA) 金

2012年ロンドンオリンピック
ガガン選手（IND) 銅

オリンピック等で選手を前から撮影した際に、スタンドで顔が見え
なくなる
→サイドブラインダー廃止も同様に選手の顔が見えないという理由

どの部分も→ライフルを乗せる台ではなくて、スタンドの頂点



以上の理由を分かっていると、前から撮影のない国内試合等で
何ｃｍ高いとかの理由でイエローカードを出すのはナンセンス

極端に高い選手は、このルールがあることを
理解していないと思われるので注意するか、
コーチに指導するように言えば良い
→動揺させないように、前日練習の際か、も
しくは試合後に。



ルールの意味を理解する その②

6.2.2.2 このルールによってセフティフラッグを外す事が認めら
れているとき以外は、すべてのライ フル、ピストルおよび自動
式散弾銃には常に、蛍光オレンジまたは似たような色の素材で
で きているセフティフラッグが挿入されていなければならない。

6.2.3.6 “ＳＴＯＰ”の号令か信号があった場合、選手はただちに
射撃を中止しなければならない。“ＵＮＬＯＡＤ”の号令があっ
た場合、全選手は弾を抜き、安全な状態にしなければならない

6.2.3.4 弾または空気銃弾または弾の入った弾倉が銃に接したと
き、銃が装填されたとみなされる。 “ＬＯＡＤ”の号令前には、弾
や空気銃弾や弾の入った弾倉を銃や薬室や銃身に触れさせる こ
とはできない。



安全な状態
→抜弾されてセフティフラッグが挿入されている

LOAD
→弾や弾倉が銃に触れる

UNLOAD
→抜弾し安全な状態にする



試合の流れと安全

・Athlite to the line 射座入り
空撃ち（空撃ちのためにセフティフラッグを外すことができる）をすることが
できる。6.11.1.1.f)

・準備および試射時間“ＰＲＥＰＡＲＡＴＩＯＮ ＡＮＤ ＳＩＧＨＴＩＮＧ ＴME
“ＳＴＡＲＴ（スタート）”の号令前の発射はできない。LOADの号令なし

・“３０ ＳＥＣＯＮＤＳ （サーティー セコンズ）”

・“ＥＮＤ ＯＦ ＰＲＥＰＡＲＡＴＩＯＮ ＡＮＤ ＳＩＧＨＴＩＮＧ．．ＳＴＯＰ
（エンド オブ プレパレーション アンド サ イティング．．．ストップ）“

本選



・“ ＭＡＴＣＨ ＦＩＲＩＮＧ．．． ＳＴＡＲＴ(マッチ ファイアリング．．．
スタート)” LOAD号令なし

・残り時間の通告（10分、5分）

・ “ＳＴＯＰ(ストップ)”

・選手は銃を置いて射座を離れるときまたは射撃が完了したときには、銃の
機関部（ボルトま たは閉鎖機構）を開放して抜弾し、セフティフラッグを
挿入しなければならない。射座を離 れる前に選手はそれを確認し、また射
場役員は銃の薬室、銃身または弾倉内に残弾のないこ ととセフティフラッ
グが挿入されていることを確認しなければならない。



ファイナル

・Athlite to the line 射座入り
据銃はできるがセフティフラッグは抜けない

・“ＰＲＥＰＡＲＡＴＩＯＮ ＡＮＤ ＳＩＧＨＴＩＮＧ ＴＩ ＭＥ
...ＳＴＡＲＴ（プレパレーション アンド サイティング タイム
スタート）” または“ＰＲＥＰＡＲＡＴＩＯＮ ＢＥＧＩＮＳ ＮＯＷ

（プレパレーション ビギン ズ ナウ）”（２５ｍピストル）
試射ができる。LOADの号令なし

・“３０ ＳＥＣＯＮＤＳ（サーティ セカンズ）”

・“ＰＲＥＰＡＲＡＴＩＯＮ ＡＮＤ ＳＩＧＨＴＩＮＧ ＴＩＭＥ
... ＳＴＯＰ（プレパレーション アンド サイティング タイム
ストップ）．．．ＵＮＬＯＡＤ（アンロード）”
セフティフラッグを入れる



・射場役員は銃の薬室が開けられて、セフティフラッグが
挿入されていることを確認しなければならない。

・選手紹介

・“ＴＡＫＥ ＹＯＵＲ ＰＯＳＩＴＩＯＮＳ（テイク ユ ア ポジションズ）”

・“ＦＯＲ ＴＨＥ ＦＩＲＳＴ ＣＯＭＰＥＴＩＴＩＯＮ ＳＥＲＩＥＳ
．． ＬＯＡＤ（フォー ザ ファースト コンペティション シリーズ ロード）”
５秒後、 “ＳＴＡＲＴ（スタート）”

・“ＳＴＯＰ（ストップ）”

・“ ＦＯＲ ＴＨＥ ＮＥＸＴ ＣＯＭＰＥＴＩＴＩＯＮ ＳＥＲＩＥＳ
．．ＬＯＡＤ（フォー ザ ネクスト コ ンペティション シリーズ ロード）”



・５秒後、 “ＳＴＡＲＴ（スタート）”

（中略）

・第二十四発目が終了したら、射場長は“ＳＴＯＰ
．．ＵＮＬＯＡＤ（ストップ ア ンロード）”

ファイナルでは、UNLOADは２回コールされる。
１回目は試射が終わって選手紹介の前
２回目は２４発目が終了し結果が確定した時

UNLOAD＝銃を安全な状態（セフティフラッグ挿入）にする
→射場役員はそれを確認する義務がある



ルールの理解について



問題１

エアライフルのファイナルで最初の５発シリー
ズの時に選手が間違えて１発多く撃ちました。
観客用の得点掲示板には、次の５発シリーズの
１発目に記録が残っています。どのようにする
のが正解ですか？



解答

A 次のシリーズの１発目を取り消しして、０点とし、
次のシリーズは４発撃たせる。

B 次のシリーズの１発目を取り消しして、ペナルティ
２点を与え、次のシリーズは５発撃たせる。

C 次のシリーズの１発目を取り消しして、ペナルティ
なしで、次のシリーズは５発撃たせる。

D 次のシリーズの１発目は取り消さず、ペナルティ２
点を与え、次のシリーズは４発撃たせる。



６．１７．１．１３
ｋ）ファイナリストが１シリーズまたは１発の
時間中に超過弾を撃った場合、その超過弾は 無
効とされ、さらに直前の正常弾に２点の減点が
科せられる。

正解 B



問題２

エアピストルの準備＆試射時間中に空
気銃弾が銃身内に停弾しました。
（試射開始から５分後）
エアシリンダーの空気圧はフル充填な
ので、銃の故障のようです。
この場合、どのようなジャッジをしま
すか？



解答

A 停弾した弾を取り除き、銃を修理し、修理後残
りの試射時間１０分を与える。

B 停弾した弾を取り除き、銃を修理し、他の選手
と同じ時間で試射時間を終了させる。

C 停弾した弾を取り除き、銃を修理し、最初から
試射時間１５分を与える。

D 銃が停弾するのは危険なので、DSQとして失格
扱いとする。



正解 B

６．１１．３．１
選手は自らの責任によらない理由で３分間以上
射撃を中断させられ、その中断が自らの銃およ
び弾薬の故障によるものでない場合、中断され
た時間分の延長時間を要求できる。

→自らの銃の故障なので延長なし。



距離測定器のご紹介



レーザー距離計

貸出します。

・測定できるもの
２００ｍ以内の水平距離
高さ
メモリーした地点と次の地点との高低差

射線から標的までの距離
標的の高さ
標的群の中心の高さ比較



操作マニュアル完備

音楽機材（iPad)同様
に貸出致します
→貸出方法は別途HP
で告知します



質疑応答

お問合せ：協会メールアドレス
rifle@japan-sports.or.jpまで


